
３ 社 会 人 権 教 育 

 

(１) 社会人権教育研究協議会 

地域ぐるみで人権教育の推進を図るため、広く人権教育関係者を対象に開催し、地域の実 

態に即した人権教育推進上の諸問題について研究協議した。 

ア 期日・会場 

期  日 会  場 参加対象者 

 ６月２５日（木） 伊那市生涯学習センター 
地域の人権教育リーダー 

（市町村教育委員会人権教育担当／公

民館関係職員／社会教育関係団体代

表／企業内人権教育関係担当 等） 

 ６月３０日（火） 松本合同庁舎 

 ７月 ７日（火） 佐久平交流センター 

 ７月１０日（金） 千曲市更埴文化会館 

１０月２６日（月） 飯田合同庁舎 

イ 参 加 者  891 人 

 

(２) 長野県人権教育リーダー研修会 

人権尊重の精神を涵養し、あらゆる人権問題を解決する意欲と実践力をもった地域住民と

ともに活動する指導者（地域リーダー）を育成し、その資質、指導力の向上を図るため、全

県対象の研修会や、各地区でのスキルアップ講座を開催した。 

  

①全体研修会 

ア 期日・会場 

地区 期 日 会  場 参加対象者 

中南信 ８月２８日（金） 県総合教育センター 

・社会教育関係職員（社会教育主

事、公民館長、公民館主事、社会

教育指導員等） 

・社会教育団体関係者（ＰＴＡ、女

性団体、青年団体） 

・企業内人権教育関係者 

・隣保館関係者 

・学校人権教育関係者    等 

東北信 ９月４日（金） 千曲市更埴文化会館 

イ 参 加 者  457人 

   



ウ 内   容 

○ 全体講演会 

地区 講師 内容 

中南信 ＣＡＰながの〈代表：矢島 宏美さん〉 

すべての子どもをいじめの被害

者、加害者、傍観者にしないため

に 

東北信 

黒坂  愛衣 さん 

（東北学院大学経済学部共生社会経

済学科准教授） 

部落差別問題のいま、これから 

―当事者の声に耳を傾けて― 

○ 課題別分科会 

  各地区（東信・南信・飯田・中信・北信）からの実践報告 

分科会名 講師 内容 

第 １ 分 科

会 

鼓-Ｄｏｎｇの皆さん 

（上田市のサムルノリチーム） 
外国籍住民の人権について 

第 ２ 分 科

会 

大石 真紀子さん 

（阿智村公民館） 

地域ぐるみで人権教育をどう考え

るか 

第 ３ 分 科

会 

長岡 春奈さん 

（松本市教育委員会） 

性同一性障がい者の人権〝生きづ

らさ〟について 

第 ４ 分 科

会 

角田 智子さん 

（須坂市教育委員会） 

安藤 晴樹さん・小宮山 瞳さん 

（須坂市立常盤中学校） 

地域ぐるみの人権教育の実際 

第 ５ 分 科

会 

中村 新治さん 

（北信教育事務所生涯学習課） 

大野 幸児さん 

（中信教育事務所生涯学習課） 

参加体験型学習の実際について 

（ワークショップ演習） 

 ②実践力スキルアップ講座 

ア 期   日 

地 区 期   日 

東信 ７月２８日 ９月３０日  

南信（上伊那・諏訪） ７月 ６日  ※その他、学校授業参観 

南信（飯田・下伊那） ６月 １日 ２月 ３日  



中信 ６月 ５日 ７月 ７日 ※その他、学校授業参観 

北信 ６月１２日 １０月 ２日 １月１５日 

イ 参 加 者  654人 

  ウ 講 座 内 容  演習・講義・現地学習 等 

 

(３) 地域の人権教育ネットワーク整備会議 

   近隣の市町村間及び地域・学校・家庭・企業間での情報交換や、地域の人材情報の有効な情

報を広域で共有できるネットワーク（基盤）を構築するための検討を行い、社会人権教育リー

ダーの広域的な活動による推進体制の確立を図った。 

ア 期   日 

地 区 期   日 

東信 ５月２０日 ７月 ９日 １０月１５日 １０月２２日 

南信（上伊那・諏訪） ５月２０日 ６月２５日 １２月 ３日  1月２７日 

南信（飯田・下伊那） ６月 １日 ２月 ３日   

中信 ６月２４日 ８月 ７日 １０月 ２日  

北信 ４月２７日 ２月 ９日 ※その他ブロックごと 

イ 参 加 者  657人 

  ウ 講 座 内 容  演習・現地学習 等 

 

(４) 人権教育促進事業補助金   （補助率 1/2以内） 

   人権教育講座等を開設、開催した市町村にその経費の一部を補助した。 

教育事務所 市町村数 人権教育講座数 補助金額（千円） 

東信 11 23 540 

南信 21 30 725 

中信 11 24 426 

北信 8 30 750 

計 51 107 2,441 

 

(５) 「人権つうしん」の発行 

企業やＮＰＯ法人等の各種団体、地域コミュニティーにおける社会人権教育の一層の推進を 

図るため、個別的な人権課題を中心に作成し、人権教育啓発資料として配布した。 



ア 発行回数    年２回（人権つうしん 49号、50号） 

イ 発行部数    各回 8,000部 

 

(６) 長野県地域人権ネット 

人権問題に取り組む個人や団体と県民や行政が相互に連携しながら、地域ぐるみの人権 

教育の推進を支援するため、人権問題に取り組んでいる団体等の紹介や、取り組み内容を県

のホームページに掲載した。 

ア 登録状況    136団体・個人(28年 3月末現在) 


